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Summary：
This study investigates shimane-residents’understanding and use of 3Rs and aims to improve
Environmental awareness while promoting effective and enlightened activity. The response results are as
follows : ①In the awareness section, the knowledge of the program to reduce bags at store checkouts,
and the level of awareness of 3Rs were relatively high. ②In the activity section,” reducing garbage”
and “choosing to buy environmentally-friendly products”responses were low. ③There was a confirmed
regional difference for the waste garbage and choosing to buy environmentally.④There was a recognized
regional difference in how the effort to reduce bags at store checkbones was administered.
Through this study we recognized that there is a regional difference in environmental awareness and



































































｢意識にかかわる項目｣ では､ ｢ 循環型社会づくり
の進捗に対する意識｣ ｢３Rという言葉の周知度｣























掲載記事数/年中の環境広報７-11) ､ 可燃ゴミ､ 不燃
ゴミ､ 資源ゴミ別ごみ回収価格 (指定袋単価30Lあ
たり)８) ､ 自然公園等､ しまねの自然選定数､ ふれ
あい環境助成金件数を表１に示す｡ これらより､ 中
山間地域の人口あたりのエコショップ数は多い｡ チャ




























松 江 市 68 3.50 13.2% 26 15.0 16.0 16.0 2 3 11
安 来 市 7 1.61 5.9% 未調査 35.0 30.0 30.0 2 3 1
東 出 雲 町 4 2.79 0.0% 未調査 15.0 20.0 12.0 0 0 0
出 雲 市 27 1.82 0.0% 未調査 36.0 36.0 6.0 3 8 11
雲 南 市 12 2.68 4.0% 未調査 45.0 48.0 48.0 1 1 0
奥 出 雲 町 3 1.90 9.1% 未調査 10.7 9.9 9.9 2 6 1
飯 南 町 3 5.07 0.0% 未調査 42.0 2.8 2.8 3 2 0
斐 川 町 3 1.07 100.0% 未調査 20.0 20.0 - 1 0 1
浜 田 市 21 3.43 30.0% 20 12.6 12.6 7.7 3 4 4
大 田 市 9 2.21 50.0% 未調査 30.0 30.0 0.0 1 4 2
江 津 市 8 2.88 50.0% 8 20.0 20.0 - 2 1 1
川 本 町 7 17.11 100.0% 未調査 72.0 36.0 10.0 0 2 0
美 郷 町 13 21.78 0.0% 未調査 75.6 37.8 10.5 2 3 0
邑 南 町 13 10.16 4.0% 未調査 75.6 37.2 37.2 4 3 0
益 田 市 37 7.08 21.7% 20 25.4 19.0 8.5 3 2 2
津 和 野 町 11 11.67 12.5% 未調査 45.0 - 45.0 3 4 0
吉 賀 町 14 19.24 40.0% 未調査 24.6 23.0 23.0 3 3 1
海 士 町 1 4.09 100.0% 未調査 ND ND 32.3 1 0 0
西 ノ 島 町 3 8.78 100.0% 未調査 ND ND - 1 1 0
知 夫 村 4 55.79 100.0% 未調査 ND ND 64.5 1 0 0
隠岐の島町 5 3.00 100.0% 未調査 ND ND 6.3 2 3 1













る｡ 保健所管轄域別では､ 隠岐管轄域の38.2％､ 県
央管轄域の47.6％を除き過半数が進んでいると思っ
ている｡



























くり｣ や ｢３Ｒ｣ の概念の浸透性は低い｡
３) ３R普及調査からみた環境に対する実践行動  買い物時のマイバッグの持参
買い物時のマイバッグの持参については､ 図３､












差が見られた｡ また､ 調査対象者の多い松江市､ 江




























































































の持参をしない理由として ｢面倒｣ が４割､ ｢袋が
必要｣ が3割程度となっている｡ 同調査で挙げられ
ている､ 店舗からの ｢店のサービスとして｣ 必要と






































































86.7％､ ｢不要なものは断る｣ 80％､ ｢過剰包装は断
る｣ 86.7％であった｡ ｢なるべく実践｣ 者では､ ｢マ
イバッグ持参｣ 91.3％､ ｢地産地消を心がける｣ 80.4
％､ ｢事前に在庫チェック｣ 71.7％､ ｢不要なものは
断る｣ 71.7％であった｡ ｢実践無｣ 者は ｢地産地消




項への意識は高いが ｢買い物リストの持参｣ や ｢惣
菜の購入をしない｣ 等の工夫には目を向けていない
ことが分かった｡ ｢なるべく実践｣ 者は､ 身近な生
活の中でできるところから工夫し､ エコ活動をして







る｡ 近年では､ ３RにRefuse､ Repair (他にRetriev-
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